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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）接着剤層を介して、（ｂ）支持体と（ｃ）モノビニル置換芳香族炭化水素と共役ジ
エンからなる熱可塑性エラストマー、少なくとも１種のエチレン性不飽和化合物、及び光
開始剤系を含む感光性樹脂層が積層されているフレキソ印刷版用感光性構成体において、
（１）（ａ）の接着剤層がポリエステル構造もしくはポリウレタン構造またはその両方の
構造をもつポリオールとヒドロキシル基を含有するエチレン性不飽和化合物からなる混合
物と多官能イソシアネートとの反応物であり、（２）（ｂ）の支持体が上記接着剤層とは
異なる組成の易接着性塗膜が積層されたポリエステルフィルムであり、（３）（ｃ）の感
光性樹脂中のエチレン性不飽和化合物がその分子中に不飽和結合を２個有するものである
ことを特徴とするフレキソ印刷版用感光性構成体。
【請求項２】
（ｃ）の感光性樹脂層に含まれる、少なくとも１種のエチレン性不飽和化合物がジアクリ
レート化合物であることを特徴とする請求項１記載のフレキソ印刷版用感光性構成体。
【請求項３】
（ｃ）の感光性樹脂層に含まれる、少なくとも１種のエチレン性不飽和化合物が、下記式
（１）で表される化合物であることを特徴とする請求項１記載のフレキソ印刷版用感光性
構成体。
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【化１】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はフレキソ印刷版の製版に用いられるフレキソ印刷版用感光性構成体に関するもの
である。
【０００２】
【従来の技術】
一般的なフレキソ印刷版用感光性構成体はポリエステルフィルムの支持体と、その上に設
けられた感光性樹脂層とからなっている。このフレキソ印刷版を製版する手順は、まず支
持体を通して全面に紫外線露光を施し（バック露光）、薄い均一な硬化層を設け、ついで
ネガフィルムを通して感光性樹脂層の面に画像露光（レリーフ露光）をおこなった後、未
露光部分を現像用溶剤で洗い流して所望の画像、すなわちレリーフ像を形成せしめ印刷版
を得るという手順をとっている。
【０００３】
得られた版は印刷機の版胴に、両面テープや真空引きなどで固定されて印刷に供されるが
、印刷中の版胴と圧胴の間の煎断応力により、支持体と硬化樹脂層とが剥離するようなこ
とがあってはならない。また印刷が終了して再度の印刷に備えて保管するために、印刷版
を版胴からとりはずすが、その際に硬化樹脂層の部分をもって引き剥がそうとして硬化樹
脂層に大きな力が加わった場合でも、印刷版が破損しないで支持体としっかりと密着して
いる必要がある。
【０００４】
そのためには支持体と感光性樹脂層との良好な接着力が必要であり、その目安は、１８０
°の角度で強制剥離した場合、１ｋｇ／ｃｍ以上の接着力があることが望ましい。このよ
うな観点から支持体と感光性樹脂層の間に接着剤層を設けることが一般的となっており、
それにより支持体と光硬化樹脂層との密着を強固なものとしているのである。
【０００５】
しかし、一般的に支持体であるポリエステルフィルムとゴム成分を主体とする感光性樹脂
層は極性の差が大きく、この両者に対して親和性がある接着剤を選択することは極めて困
難である。
また、たとえ両者に対してある程度バランスがとれた親和性のある接着剤を選択したとし
ても、接着剤層は感光性樹脂層に直に接するため、感光性樹脂中の成分が経時的に接着剤
層中に移行し、その結果本来の接着剤の機能が阻害されるということがしばしば起こるの
である。
【０００６】
そして感光性樹脂層の開始剤やモノマーが接着剤層中に移行すると、露光工程でこれらの
モノマーが接着剤層中でも重合を起こし、その時の硬化収縮応力の残留により、支持体と
接着剤層との間で界面剥離が発生しやすくなるという問題が生じるのである。
【０００７】
このように支持体と感光性樹脂層の接着力は双方の組成の組み合わせに依存しているので
あり、強固な接着力を得るためにはこのことに十分配慮しなければならない。
しかしながら現実には優れた機械的物性やレリーフの再現性をもちながら、支持体との接
着力も強固である感光性樹脂層と接着剤、支持体の組み合わせを見出すことは困難であっ
た。
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【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は感光性樹脂層とその支持体であるポリエステルフィルムが、実際の印刷条件でも
支障がない程度に強固でしかも経時的に安定した接着力を有し、さらに加工も容易で安価
な接着剤層を有するフレキソ印刷版用感光性構成体を提供することを課題とするものであ
る。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明者らは上記の課題について鋭意検討した結果、次に示す本発明に到達した。すな
わち、本発明は（ａ）接着剤層を介して、（ｂ）支持体と（ｃ）モノビニル置換芳香族炭
化水素と共役ジエンからなる熱可塑性エラストマー、少なくとも１種のエチレン性不飽和
化合物、及び光開始剤系を含む感光性樹脂層が積層されているフレキソ印刷版用感光性構
成体において、（１）（ａ）の接着剤層がポリエステル構造もしくはポリウレタン構造ま
たはその両方の構造をもつポリオールとヒドロキシル基を含有するエチレン性不飽和化合
物からなる混合物と多官能イソシアネートとの反応物であり、（２）（ｂ）の支持体が上
記接着剤層とは異なる組成の易接着性塗膜が積層されたポリエステルフィルムであり、（
３）（ｃ）の感光性樹脂中のエチレン性不飽和化合物がその分子中に不飽和結合を２個有
するものであることを特徴とするフレキソ印刷版用感光性構成体を提供するものである。
【００１０】
支持体には厚みが７５μ～３００μの範囲の寸法安定な易接着性塗膜が積層されたポリエ
ステルフィルムを用いることができる。易接着性塗膜は通常ポリエステルフィルムの製造
工程内で積層され、オフラインで接着剤の下地層を設ける場合に比べ、製造コストや品質
安定化の面で有利である。
【００１１】
このような易接着性塗膜が積層されたポリエステルフィルムは、各種コート材やインク用
途に種々市販されており、それらの中から本発明においても有効なもの選択することがで
きる。
易接着性塗膜が積層された市販のポリエステルフィルムの例としては、東レ株式会社製の
ルミラーＴ９０番シリーズやＱ８０番シリーズ，東洋紡績株式会社製のコスモシャインＡ
４０００番シリーズ、帝人株式会社製のテトロンＨＰＥ，ＳＧ２、デュポン株式会社製の
メリネックス７００番シリーズなどが挙げられる。
【００１２】
接着剤としては、ポリエステル構造もしくはポリウレタン構造、またはその両方の構造を
もつポリオールとヒドロキシル基を含有するエチレン性不飽和化合物からなる混合物と多
官能イソシアネートとの反応物が用いられる。
【００１３】
ポリエステル構造をもつポリオールはジオール成分過剰の下でのジカルボン酸成分との重
縮合反応で得られる。ここでジオール成分としては、直鎖及び分岐の肪族飽和炭化水素を
骨格とするジオールや、ビスフェノールＡ及びビスフェノールＡにエチレンオキサイドが
付加した構造のジーオール、ポリオキシアルキレングリコール類、およびこれらのジオー
ル成分の混合物を用いることができる。
【００１４】
一方ジカルボン酸成分としては、直鎖及び分岐の脂肪族飽和炭化水素を骨格とするジカル
ボン酸やテレフタル酸、イソフタル酸、及びこれらのジカルボン酸成分の混合物を用いる
ことができる。
またポリウレタン構造をもつポリオールは、やはり上述のようなジオール成分過剰の下で
ジイソシアネート化合物との重付加反応で得られる。
【００１５】
ポリエステルとポリウレタンの両方の構造をもつポリオールは、予め合成したポリエステ
ル構造をもつポリオールを、ジイソシアネート化合物に対して過剰量仕込んで反応させて
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得ることができる。
【００１６】
さらにヒドロキシル基を含有するエチレン性不飽和化合物としては、２－ヒドロキシルエ
チル（メタ）アクリレート，２－ヒドロキシルプロピル（メタ）アクリレート，２－ヒド
ロキシルブチル（メタ）アクリレート，２－ヒドロキシ－３－アクリロイロキシプロピル
（メタ）アクリレート，２－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピル（メタ）アクリレート
などが例として挙げられる。
【００１７】
易接着性塗膜が積層された支持体と感光性樹脂層との間に介在する接着剤層は、上記のポ
リオールとヒドロキシル基を含有するエチレン性不飽和化合物の混合物と多官能イソシア
ネートの反応物を適当な溶剤に溶かして、支持体上で塗布、乾燥することで得ることがで
きる。
【００１８】
ここでポリオールの分子量が低い場合は、多官能イソシアネートとの反応物の粘着性が大
となり、支持体に塗布した後の取り扱い性に支障が生じる。一方、多官能イソシアネート
との反応性の観点からは、分子量が大きくなり過ぎるとウレタン化反応が遅くなるという
不具合が生じる。このことからポリオールの数平均分子量は、ゲルパーメーションクロマ
トグラフ法によるポリスチレン換算の測定値で１万～１０万であることが好ましい。
【００１９】
多官能イソシアネートの例としてはトリレンジイソシアネート、４，４－ジフェニルメタ
ンジイソシアネート、キシリレンジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート、
およびこれら多官能イソシアネートが官能基当量的に過剰な条件で、ペンタエリスリトー
ル、トリメチロールプロパンなどの多官能アルコールと付加反応させてできた化合物など
がある。
【００２０】
支持体への接着剤の塗工は例えば次の手順で製造することができる。すなわちポリオール
成分１００部とヒドロキシル基を含有するエチレン性不飽和化合物１～３０部の混合物に
対し、多官能イソシアネート１～３０部からなる接着剤を酢酸エチル、メチルエチルケト
ン、テトラヒドロフラン、トルエンなどの有機溶剤またはそれらの混合物に溶解させ、バ
ーコーターまたはグラビアコーターなどを用いて支持体であるポリエステルフィルム上に
均一に塗布し、その後８０～１００℃で数十秒から数分間乾燥して接着剤層を形成する。
【００２１】
この時ハレーション防止効果を付与する目的で、接着剤層には必要に応じて紫外線吸収剤
や染料などを添加することができる。乾燥後の接着剤の塗布量は通常５－３０ｇ／ｍ2で
ある。その後接着剤層中のウレタン化反応を進めるために、４０～５０℃で数日間放置す
る。
【００２２】
感光性樹脂層を画像露光して得られるレリーフ体は、フレキソ印刷版に要求される特性を
備えていなければならない。すなわち厚紙や軟質のプラスチックフィルム等の被印刷体に
対しても、良好な印刷性能を発揮するものでなければならない。そのような特性を有する
感光性樹脂層のバインダーポリマーの例としては、スチレン－ブタジエン－スチレンブロ
ック共重合体や、スチレン－イソプレン－スチレンブロック共重合体に代表されるモノビ
ニル置換芳香族化合物と共役ジエンからなる熱可塑性エラストマーが挙げられる。
【００２３】
さらには必要に応じて親水性の官能基を有するポリアミドやポリウレタンなどを合わせて
用いることもできる。
これらバインダーポリマーは、最終的に得られるフレキソ版の機械物性が実用的なレベル
となるためには、感光性樹脂全体に対して、通常５０～９５重量％を占める。
【００２４】
モノマーとしてはヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、ノナンジオールジ（メタ）
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アクリレート、などのエチレン性不飽和結合をその分子中に２個有する化合物を、すくな
くとも１種以上を含むものである。
より良好な接着力を有するためには、好ましくはこれらモノマーはジアクリレート化合物
であり、さらに好ましくは下記式（１）で表される構造をもつ化合物である。
【００２５】
【化２】

【００２６】
これらモノマーは感光性樹脂全体に対し、１～１０重量％の範囲で用いることで、所期の
効果が得られる。
【００２７】
また上記モノマーに加え、必要に応じて用いることができるその他のモノマーの例として
は、ｔ－ブチルアルコールやラウリルアルコールなどのアルコールとアクリル酸、メタク
リル酸とのエステルやラウリルマレイミド、シクロヘキシルマレイミド、ベンジルマレイ
ミドなどのマレイミド誘導体、あるいはジオクチルフマレートなどのアルコールとフマー
ル酸のエステルなどが挙げられる。
【００２８】
光開始剤としては芳香族ケトン類やベンゾインエーテル類など公知のラジカル重合開始剤
、例をあげるならベンゾフェノン、ミヒラーケトン、ベンゾイン、ベンゾインメチルエー
テル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、α－メチロールベ
ンゾインメチルエーテル、α－メトキシベンゾインメチルエーテル、２，２－ジエトキシ
フェニルアセトフェノン等の中から選択し、また組み合わせて使用することができる。
【００２９】
さらにこの感光性樹脂層に要求される特性に応じて、増感剤，熱重合禁止剤，可塑剤，着
色剤などの添加剤を含むことができる。
【００３０】
感光性組成物は種々の方法で調製することができる。例えば上記の配合される原料を適当
な溶媒、例えばクロロホルム、テトラクロルエチレン、メチルエチルケトン、トルエン等
の溶剤に溶解させて混合し、型枠の中に流延して溶剤を蒸発させ、そのまま板とすること
ができる。また溶剤を用いず、ニーダーあるいはロールミルで混練し、押し出し機、射出
成形機、プレスなどにより所望の厚さの板に成形することもできる。
【００３１】
感光性樹脂層はその組成によっては粘着性を有するので、場合によっては製版時にその上
に重ねられる透明画像担体との接触性をよくするために、或いはその透明画像担体の再使
用を可能にするために、樹脂層表面にポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステル、ポ
リスチレンなどの薄いフィルムがラミネートされる。
【００３２】
このフィルムはその上に重ねて置いた透明画像担体を通しての露光が終了してから剥ぎと
られる。同様の目的のためにフィルムの代わりに、現像液に可溶性の薄いたわみ性の保護
層（例えば特公平５－１３３０５号公報参照）を設けても良い。この場合は透明画像担体
を通しての露光が終了してから未露光部を洗い出しする際に、この薄いたわみ性の保護層
も同時に除去される。
【００３３】
現像液に可溶な薄いたわみ性の保護層、例えば現像液に可溶性のポリアミド、部分ケン化
ポリ酢酸ビニル、セルロースエステルなどの層を感光性樹脂層の表面に設けようとする場
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合には、これらを適当な溶剤に溶かしてその溶液を直接感光性樹脂層にコーティングして
もよいし、一度ポリエステル、ポリプロピレン等のフィルムにコーティング（保護フィル
ム）し、その後この保護フィルムを感光層にラミネートまたはプレス圧着して保護膜を転
写させても良い。
【００３４】
接着剤を塗布した支持体や保護フィルムは通常感光性樹脂組成物のシート成形後、ロール
ラミネートにより、感光層に密着される。ラミネート後加熱プレスすると一層厚み精度の
良い感光性樹脂層を得ることができる。
【００３５】
感光性樹脂層を光硬化するのに用いられる紫外線光源としては、高圧水銀灯、紫外線蛍光
灯、カーボンアーク灯、キセノンランプ、太陽光などがある。
【００３６】
紫外線を透明画像担体を通して感光性樹脂層に露光することにより所望のレリーフ像を得
ることができるが、支持体と感光性樹脂層との接着をより強固にするために、さらにはレ
リーフ像を未硬化部の洗い出し時の応力に対してより安定なものにするために、支持体の
側から全面露光を行うことが有効である。この透明画像担体の側からの露光と支持体の側
からの露光は、どちらを先におこなっても良いし、また両方を同時におこなってもよいが
、画像再現性の観点からは支持体側からの露光を先に行うのが好ましい。
【００３７】
感光性樹脂層に透明画像担体を通して紫外線を照射して画像を形成させた後、未露光部を
洗い出すのに用いられる現像溶剤としては、例えば１，１，１－トリクロロエタン、テト
ラクロルエチレン等の塩素系有機溶剤や、ヘプチルアセテート、３－メトキシブチルアセ
テート等のエステル類、石油留分、トルエン、デカリン等の炭化水素類やこれらにプロパ
ノール、ブタノール、ペンタノール等のアルコール類を混合したものをあげることができ
る。
【００３８】
さらには水系の現像液としては水とアルコールの混合溶液、界面活性剤を添加した水など
も用いることができる。未露光部の洗い出しはノズルからの噴射によって、またはブラシ
によるブラッシングでおこなわれる。得られた印刷版はリンス洗浄し、乾燥後に後露光を
実施して仕上げをする。
【００３９】
【発明の実施の形態】
以下、実施例により本発明の実施の形態を具体的に説明するが、本発明はこれら実施例に
限定されるものではない。
【００４０】
【実施例】
実施例１
（１）支持体の調製
ネオペンチルグリコール６２４ｇ，エチレングリコール９３ｇ，セバシン酸４８５ｇ，イ
ソフタル酸３８２ｇを空気雰囲気中、反応温度１８０℃、１０ｍｍＨｇの減圧下で６時間
縮合反応させた後、８７ｇのトリレンジイソシアネートを加えて、さらに８０℃で５時間
反応させた。得られたポリオールの数平均分子量をゲルパーメーションクロマトグラフィ
法で測定したところ、ポリスチレン換算で約３２０００であった。
【００４１】
このポリオール１００部と２－ヒドロキシプロピルメタクリレート２部の混合物に対し、
トリメチロールプロパン（１モル）のトリレンジイソシアネート（３モル）付加物１７部
をバリファストイエロー（オリエンタル化成製）５部とともに酢酸エチル３００部に加え
て均一な溶液とし、１２５μｍの厚みをもつ東洋紡績株式会社製ポリエステルフィルムで
あるＡ４１００上に、乾燥後の塗布量が１０－１４ｇ／ｍ2となるようにナイフコーター
を用いて塗布した。これを８０℃で２分間乾燥させ、次に４０℃雰囲気で３日間放置して
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接着剤層を有した支持体を得た。
【００４２】
（２）フレキソ版用感光性構成体の調製
表１に示した感光性樹脂組成物をニーダーで混練し、支持体と４～６μｍ厚みのポリアミ
ド（マクロメルト６９００，ヘンケル白水社製）の保護層を有する１００μｍの厚みのポ
リエステルフィルムとで挟み、保護膜と感光性樹脂組成物が接するように約１．２ｍｍの
スペーサーを用いてプレス機で１３０℃の条件で４分間、２００ｋｇ／ｃｍ2の圧力をか
けて加圧成形をおこない、フレキソ印刷版用感光性構成体を得た。
【００４３】
【表１】

【００４４】
得られたフレキソ印刷版感光性構成体の１００μｍのポリエステルフィルムをはぎとり、
感光性樹脂層の上にあるポリアミドの保護膜層の上に透明画像担体を密着させ、ＡＦＰ－
１５００露光機（旭化成工業製）上で３７０ｎｍに中心波長を有する紫外線蛍光灯を用い
て、まず支持体側から８００ｍＪ／ｃｍ2の全面露光をおこなった後、引き続き透明画像
坦体を通して８０００ｍＪ／ｃｍ2の画像露光をおこなった。
【００４５】
このときの露光強度をオーク製作所製のＵＶ照度計ＭＯ－２型機でＵＶ－３５フィルター
を用いて、バック露光を行なう側である下側ランプからの紫外線をガラス板上で測定した
強度は４．０ｍＷ／ｃｍ2、レリーフ露光側である上側ランプからの紫外線を測定したと
ころ、強度は７．８ｍＷ／ｃｍ2であった。
【００４６】
ついでテトラクロルエチレン／ｎ－ブタノール（３／１：容積比）を現像液として、ＡＦ
Ｐ－１５００現像機（旭化成工業製）の回転するシリンダーに版を両面テープで貼り付け
て、液温２５℃で５分間現像をおこない、６０℃で１時間乾燥後、後露光を行なってフレ
キソ印刷版を得た。このフレキソ版において支持体と硬化樹脂層の密着力は強固であり、
硬化樹脂層を１ｃｍ幅の短冊状に切断したサンプルから支持体を強制的に剥がすことを試
みたが、感光性樹脂層が破損し、剥離が困難であった。
【００４７】
また酢酸エステルをおよそ１５ｖｏｌ％含むインキを用いて、ポリエチレンフィルム上へ
の印刷を実施したところ、版胴と圧胴の間の煎断応力により、支持体と硬化樹脂層とが剥
離するようなこともなく、さらに印刷が終了して両面テープで固定された印刷版を版胴か
らとりはずすために、硬化樹脂層の部分をもって引き剥がそうとして硬化樹脂層に大きな
力が加わった場合でも、印刷版は破損しないで支持体とはしっかりと密着していた。引き
続きこのフレキソ版を４０℃の条件で１ヶ月間保管し、再度印刷機に装着して印刷を実施
したが、やはり硬化樹脂層と支持体が剥離するようなことは認められなかった。
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【００４８】
実施例２
（１）支持体の調製
エチレングリコール４１０ｇ，ニューポールＢＰＥ－１００（三洋化成社製、エチレンオ
キサイドが付加したビスフェノールＡ、水酸基価１６８）６０５ｇ，ネオペンチルグリコ
ール１６ｇ，アゼライン酸３９５ｇ，テレフタル酸２４９ｇ，イソフタル酸１１６ｇを空
気雰囲気中、反応温度１８０℃、１０ｍｍＨｇの減圧下で６時間縮合反応させ、ポリスチ
レン換算の数平均分子量が約６１０００（ゲルパーメーションクロマトグラフィ法による
測定値）のポリオールを得た。
【００４９】
このポリオール１００部と２－ヒドロキシエチルメタクリレート２０部の混合物に対し、
トリメチロールプロパン（１モル）のトリレンジイソシアネート（３モル）付加物１４部
をバリファストイエロー（オリエンタル化成製）１．５部とともに酢酸エチル３００部に
加えて均一な溶液とし、１２５μｍの厚みをもつ東洋紡績株式会社製ポリエステルフィル
ムであるＡ４１００上に、乾燥後の塗布量が１０－１４ｇ／ｍ2となるようにナイフコー
ターを用いて塗布した。これを８０℃で２分間乾燥させ、次に４０℃の雰囲気で３日間放
置して接着剤層を有した支持体を得た。
【００５０】
（２）フレキソ版用感光性構成体の調製
次にこの支持体と表２の感光性樹脂組成物を用いて、実施例１と同様の操作でフレキソ印
刷用感光性構成体を調製し、さらに露光～後露光工程を通してフレキソ版を製版した。
このフレキソ版において支持体と硬化樹脂層の密着力は強固であり、硬化樹脂層から支持
体を強制的に剥がすことを試みたが、感光性樹脂層が破損し、剥離が困難であった。
【００５１】
また実施例１と同様の印刷を実施したが、この場合も版胴と圧胴の間の煎断応力により、
支持体と硬化樹脂層とが剥離するようなこともなく、さらに印刷が終了して両面テープで
固定された印刷版を版胴からとりはずすために、硬化樹脂層の部分をもって引き剥がそう
として硬化樹脂層に大きな力が加わった場合でも、印刷版は破損しないで支持体とはしっ
かりと密着していた。引き続きこのフレキソ版を４０℃の条件で１ヶ月間保管し、再度印
刷機に装着して印刷を実施したが、やはり硬化樹脂層と支持体は剥離するようなことは認
められなかった。
【００５２】
【表２】

【００５３】
比較例１、２
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実施例１，２で用いた接着剤組成を易接着性塗膜が積層されていないポリエステルフィル
ム状に塗布して支持体を調製し、表２の感光性樹脂組成物を用いて、それぞれ実施例１と
同様の手順でフレキソ版用感光性構成体をからフレキソ版を得た。
【００５４】
このフレキソ版について、硬化樹脂層から支持体を強制的に剥がして１８０°の角度で剥
離しながら密着力を測定したところ、表３の結果の通り、いずれも１．０ｋｇ／ｃｍを下
回る接着力しか観測されなかった。
また両面テープで印刷機の版胴に固定されたこの版を、硬化樹脂層の部分をもって引き剥
がそうとしたところ、硬化樹脂層と支持体が容易に剥離する現象が見られた。
【００５５】
【表３】

【００５６】
比較例３、４
実施例１，２で用いた支持体と表４の感光性樹脂組成物を用いて、それぞれ実施例１と同
様の手順でフレキソ版用感光性構成体を調整し、さらにこれを実施例１と同じ条件で製版
してフレキソ版を得た。
【００５７】
【表４】

【００５８】
このフレキソ版について、硬化樹脂層から支持体を強制的に剥がして１８０°の角度で剥
離しながら密着力を測定したところ、表５の結果の通り、いずれも１．０ｋｇ／ｃｍを大
きく下回る接着力しか観測されなかった。また両面テープで印刷機の版胴に固定されたこ
の版を、硬化樹脂層の部分をもって引き剥がそうとしたところ、硬化樹脂層と支持体が容
易に剥離する現象が見られた。
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【００５９】
【表５】

【００６０】
比較例５
トルエンを溶媒として表６の接着剤組成物の溶液（固形分約２０％）を調製し、乾燥膜厚
が８－１０μとなるように易接着性塗膜が積層された１２５μの厚みをもつポリエステル
フィルム（東洋紡績株式会社製、Ａ４１００）上に塗布した。これを支持体として表１の
感光性樹脂組成物を組み合わせ、実施例１と同様の手順でフレキソ版を作製した。
【００６１】
【表６】

【００６２】
このフレキソ版について、硬化樹脂層から支持体を強制的に剥がして１８０°の角度で剥
離しながら密着力を測定したところ、接着層と支持体である易接着性塗膜が積層されたポ
リエステルフィルムの間で容易に剥離が起こり、接着力も０．２ｋｇ／ｃｍと低い値とな
った。
【００６３】
【発明の効果】
本発明によれば、フレキソ印刷版用の感光性樹脂層とその支持体であるポリエステルフィ
ルムの接着力が強固であり、かつ、経時的にも安定である上、加工が容易で安価な接着剤
層を有するフレキソ印刷版用感光性構成体を得ることができる。



(11) JP 4230085 B2 2009.2.25

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｇ０３Ｆ   7/028    (2006.01)           Ｇ０３Ｆ   7/028   　　　　          　　　　　

(56)参考文献  特開平０６－０６７４２６（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－０１５８４３（ＪＰ，Ａ）
              特開平０７－２７８５１６（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－１１４９１８（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－０８０７４３（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－１５５４１０（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G03F   7/00-7/42


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

